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用語説明

語句 説明

平均正答率
市内小中学校の平均正答率を百分率で表示。国語・算数（数学）・小学校理科の平均正答率は、それぞれの平均正答数
を設問数で割った値の百分率(概数）。

IRTスコア
中学校理科のIRTスコアは、IRT（項目反応理論） に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基
準にした得点で表されたもの。※P.2を参照

肯定的な回答
質問調査において、例えば「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」「どちらかといえば、当てはまらない」
「当てはまらない」の選択肢がある場合、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の回答を示す。
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１.令和７年度全国学力・学習状況調査の概要

全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、

教育施策の成果と課題を検証

し、その改善を図る

学校における児童生徒への

学習指導の充実や

学習状況の改善等に

役立てる

児童生徒一人一人が

自らの学習状況を把握し、

学習改善や学習意欲の

向上につなげる

そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な

検証改善サイクルを

確立する

調査実施日
令和7年4月17日（木）

中学校理科の実施日：令和7年4月14日～4月17日のうち1日

調査対象
小学校調査 36校 第6学年 1,201人

中学校調査 11校 第3学年 1,178人

調査事項
小学校調査 教科調査（国語、算数、理科）/ 質問調査

中学校調査 教科調査（国語、数学、理科）/ 質問調査

今年度の調査の特徴

・※CBT調査の導入（中学校理科）

・※IRT（項目反応理論）に基づき算出したスコアでの結果提供（中学校理科）

・質問調査でのランダム方式の試行 （中学校）

教科に関する
調査結果概要

調査の目的

調査の概要

ｖ

松阪市

三重県

全国

全国との差

国語 算数 理科

67.1 60.6 55.2

66.1

66.8

＋0.3

57.1

58.0

＋2.6

56.0

57.1

-1.9

小学校平均正答率

ｖ

松阪市

三重県

全国

全国との差

国語 数学
理科

(IRTスコア)

50.7 46.0 490

53.2

54.3

-3.6

47.4

48.3

-2.3

498

503

-13

中学校平均正答率・IRTスコア
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１.令和７年度全国学力・学習状況調査の概要

・Item Response Theory：項目反応理論

・児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、
測定精度）によるのか、児童生徒の学力による
のかを区別して分析し、児童生徒の学力スコア
を推定する統計理論。

中学校理科調査について

IRTとは

＜視力検査を例としたイメージ＞

引用：文部科学省「中学校理科」 IRTを用いた結果返却に関する説明資料

・Ａさんの方が正答数（見ることができたランドルト環数）・
正答率が高くなる。

素点方式

Ｂさんの方がスコア（視力）が高くなる。IRT方式

令和７年度調査では、初めて中学校理科調査にIRTが導入された。IRTとは、
国際的な学力調査（PISA・TIMSSなど）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFLな
ど）で採用されているテスト理論である。

IRTスコア
・IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況か
ら学力を推定し、500を基準にした得点で表さ
れたもの。

＜IRTスコアのしくみ＞

IRTバンド
・個人の結果は下記のような５段階のIRTバンド

で表示・返却される。
・３を基準のバンドとし、５が最も高いバンドと

なる。

引用：文部科学省「中学校理科」 IRTを用いた結果返却に関する説明資料
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２.教科に関する調査結果

小学校
成果と課題 国語

〇自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることが概ねできている。【１三(１)】
●書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考

えることに課題がある。【２一】

算数
〇棒グラフから、項目間の関係を読み取ることが概ねできている。【１(１)】
●「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかを表すことに課題がある。

【４(４)】

理科
〇赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設定した実験の方法を発想し、
表現することが概ねできている。【１(１)】
●ヘチマの花のつくりや受粉についての知識の習得に課題がある。【３(１)】

国語
〇目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることが概ねできている。【１二】
●資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することに課題がある。【２一】

数学
〇必ず起こる事柄の確率について理解することが概ねできている。【７(１)】
●一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変化の割合を基に、ｘの増加量に対するｙの増加量を求めることに課題がある。【４】

理科
〇科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から生じた新たな疑問や身近な生活との

関連などに着目した振り返りを表現することが概ねできている。【１(６)】
●電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する知識及び技能の習得に課題がある。

【１(１)】

中学校
成果と課題

小学校国語
調査問題

小学校国語
正答例

小学校算数
調査問題

小学校算数
正答例

小学校理科
調査問題

小学校理科
正答例

中学校国語
調査問題

中学校国語
正答例

中学校数学
調査問題

中学校数学
正答例

中学校理科
正答例

中学校理科
調査問題

※【 】内は問題番号

※【 】内は問題番号

3



一

山
田
さ
ん
は
、文
章
の
構
成
を
く
ふ
う
し
て
【
ち
ら
し
】
を
書
い
て
い
ま
す
。
山
田

さ
ん
が
文
章
の
構
成
を
ど
の
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て

最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

１

読
ん
で
ほ
し
い
順
序
を
明
確
に
し
て
、時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
書
い
て
い
る
。

２

伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
明
確
に
し
て
、内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
分
け
て
書
い
て
い
る
。

３

文
章
の
筋
道
が
整
う
よ
う
に
、原
因
と
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
書
い
て
い
る
。

４

読
み
手
の
目
的
に
応
じ
て
読
め
る
よ
う
に
、使
い
方
の
手
順
に
沿
っ
て
書
い
て
い
る
。

２．教科に関する調査結果（小学校国語）

「何のためにその文章を書きたいのか」という目的を明確にもつことが大切である。その上で、その目的を達成するには、「何を書きたいのか」を
整理し、書く内容の中心を決めることが重要である。書く内容の中心は明確になっているが、内容のまとまりごとに構成できない児童がいる場合
は、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして文章の構成を考えることが効果的である。

授業改善方策

松阪市 全国

正答率 ６１．９ ６５．５

無解答率 ０．４ ０．８

松阪市の児童の

解答状況

「４」を選択した誤答の割合が高かった。山田さんが、読み手の目的に応じて読めるように、使い方の手順に沿って書いていると捉えている。この中には、

順序に着目してしまい、伝えたいことの中心を明確にして、内容のまとまりごとに分けて書いていると捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

令和７年度
【小学校国語】
報告書 大問２
授業アイデア例

国立教育政策研究所

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えることができるかどうかをみる出題の趣旨

【ちらし】の文章の構成の工夫を説明したものとして適切なものを選択する２一

山
田
さ
ん
の
学
級
で
は
、伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
す
い
せ
ん
す
る
ち
ら
し
を
書
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。山
田
さ
ん
は
、手
ぬ
ぐ
い
の
よ
さ
に
つ
い
て
す
い
せ
ん
す
る
文
章
を
、次
の
【
ち
ら
し
】
に

書
い
て
い
ま
す
。こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

正答

２
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２．教科に関する調査結果（小学校算数）
「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかを表すことができるかどうかをみる出題の趣旨

１０％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量が、増量前の何倍かを選ぶ４(４)

（４） 家に帰ったあさひさんは、つめかえ用のハンドソープがのっている広告を見まし

た。

広告には、つめかえ用のハンドソープが「１０％増量」と書かれています。増量前

のつめかえ用のハンドソープの量は８００mlです。

1

12

３

４

1

12

２

３

1

12

1

12

３

４

２

３

松阪市の

児童の

解答状況

「１」を選択した誤答の割合が高かった。「10％増量」について、百分率で

表された10％を0.1と捉えることはできているが、「増量後の量」が「増量

前の量」の110％になることを捉えることはできていないと考えられる。ま

たは、「増量後の量」が「増量前の量」の1.1倍と捉えることができていな

いと考えられる。

増量後のハンドソープの量は、増量前のハンドソープの量の何倍ですか。

左図の㋐にあてはまる数を、下の １ から ４ までの中から１つ選んで、その番号を書きま

しょう。

１ 0.1

２ １.1

３ 10

４ 11０

令和７年度
【小学校算数】
報告書 大問４
授業アイデア例

国立教育政策研究所

授業改善方策

基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えるために、言葉や図、式を関連付けながら数量の関係を考察できるようにすることが重要である。
例えば、「10％増量」と書かれている増量後のハンドソープの量が、増量前のハンドソープの量の何倍になっているのかを考え、説明する活動
が考えられる。その際、増量前の量を基準量として、図のように、基準量を100％として10％や110％に当たる比較量を表したり、基準量を１と
して0.1や1.1に当たる比較量を表したりすることで「10％増量」について「増えた分」と「増量後の量」の違いを明らかにして、数量の関係を
捉えることができるようにすることが大切である。

正答

２

松阪市 全国

正答率 ３９．１ ４０．９

無解答率 ２．７ ４．１
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２．教科に関する調査結果（小学校理科）

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる出題の趣旨

たかひろさんとてるみさんは、ヘチマの花のつくりについて調べています。

松阪市 全国

正答率 ６４．２ ７０．７

無解答率 １．４ １．５

授業改善方策

理科では、科学的な言葉を使うことが重要である。指導に当たっては、科学的な言葉を使って説明する場面を設定することが大切である。
例えば、花のつくりを観察するときに、図鑑などと照らし合わせておしべやめしべの部位と名称を説明する学習活動、さらに、複数の種類
の花を観察し、その共通点としておしべとめしべを見つける学習活動が考えられる。受粉について調べる実験を行う際には、受粉という言
葉を使いながら説明するように指導すること、また、受粉という科学的な言葉を使って学習のまとめをすることが考えられる。

ヘチマの花のおしべとめしべについて選び、受粉について書く３(１)

（１）ヘチマのおしべとめしべを下の図の ア から カ の中からそれぞれ１つ選ん

で、その記号を書きましょう。

また、「花粉がめしべの先につく」ことを表すことばを書きましょう。

正答

イ（おしべ）、カ（めしべ）、受粉
令和７年度

【小学校理科】
報告書 大問３
授業アイデア例

国立教育政策研究所

松阪市の児童の

解答状況

おしべとめしべの部位と名称が一致するよう選択できているが、花粉がめしべの先につくことを受粉という言葉で説明できていない

誤答の割合が高かった。花粉がめしべの先につくことを受粉ということが知識として身に付いていないと考えられる。

右
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２．教科に関する調査結果（中学校国語）

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる出題の趣旨

スライドを使ってどのように話しているのかを説明したものとして適切なものを選択する２一

松阪市 全国

正答率 ３３．１ ３８．１

無解答率 ０．２ ０．３

令和７年度
【中学校国語】
報告書 大問２
授業アイデア例

国立教育政策研究所

誤答は、解答類型１を選択した生徒が38.7％で最も高く、正答の33.1％を上回っ
た。類型１は、村田さんが、意見とそれを支える根拠が印象に残るように話してい
ると誤って捉えたと考えられる。または、スライドの内容が意見だけを要約してい
ると誤って捉えたと考えられる。正答の類型２は、村田さんが話の要点を絞って話
していることや、活動に参加したことがない人にも理解してもらえるよう、補足の
情報をスライドで示していることを捉えたと考えられる。
授業においては、自分が調べた内容を伝える場面を設定し、聞き手に伝わりやす

いように、要点を絞ったり資料や機器を用いたりしながら伝える活動を行うととも
に、目的や状況に応じた伝え方の工夫について話し合うことが重要である。また、
総合的な学習の時間など、他教科等の学習と連携することも有効である。

松阪市の生徒の解答状況及び授業改善方策

正答

２
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２．教科に関する調査結果（中学校数学）

一次関数y＝ax＋bについて、変化の割合を基に、xの増加量に対するyの増加量を求めることができるかどうかをみる出題の趣旨

一次関数y＝６x＋５について、xの増加量が２のときの y の増加量を求める４

松阪市の生徒の
解答状況及び
授業改善方策

誤答は、解答類型３が33.8％で最も多く、正答１の26.9％を上回った。全
国でも誤答の中で最も多いのは３である。ｘの値が２のときのｙの値を求め
て「17」を選択したためだと考えられる。授業においては、「増加量」や
「変化の割合」の意味、一次関数の変化の割合が一定であることを確認した
うえで、今年度の調査問題のような問題に取り組み、ｘの増加量が２のとき
のｙの増加量を比べる場合と、ｘの値が２のときのｙの値を求める場合の２
通りの過程や結果を比べ、違いを捉えられるようにすることが重要である。

令和７年度
【中学校数学】
報告書 大問４
分析結果と課題

国立教育政策研究所

松阪市 全国

正答率 ２６．９ ３４．７

無解答率 ９．４ ８．０

一次関数ｙ＝ax+bについて、変化の割合を基に、ｘの増加量に対

するｙの増加量を求めることができるかどうかをみる問題である。

誤答「17」（解答類型３）の考え方正答「12」（解答類型１）の考え方

平成25年度【中学校】数学B３「水温の変化と気温の変化」

水を熱した時間ｘ（分）と水温ｙ（℃）の関係を用いて、水温が80℃になるの

は何分後かを予測する。

日常生活に一次関数を活用する（過去の調査問題から）
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２．教科に関する調査結果（中学校理科）

電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる出題の趣旨

電熱線を利用して水を温めるための電気回路について、直列と並列とで回路全体の抵抗が大きい装置や速く水が温まる装置を選択する１(１)

松阪市 全国

正答率 ４９．４ ５１．９

無解答率 ０．３ ０．２

松阪市の生徒の
解答状況及び
授業改善方策

「回路全体の抵抗が大きい装置」「速く水が温まる装置」の２つに
対して、装置１か２をそれぞれプルダウンで選択して回答するCBT調
査ならではの解答の仕方である。誤答の中では、解答類型３を選択し
た生徒が最も多かった。「回路全体の抵抗が大きいのは直列の装置で
ある」ということが理解できていないと考えられる。授業においては、
電流計や電圧計を用いて電流や電圧を測定する場面を設定し、電流・
電圧・抵抗の関係から回路全体の抵抗を思考する学習活動を丁寧に行
うことが重要である。

令和７年度
【中学校理科】
報告書 大問１
授業アイデア例

国立教育政策研究所

解答
類型

正答 回路全体の抵抗が大きい装置 速く水が温まる装置 割合(%)

１ 装置１【直列】 装置１【直列】 8.0

２ ◎ 装置１【直列】 装置２【並列】 49.4

３ 装置２【並列】 装置１【直列】 36.3

４ 装置２【並列】 装置２【並列】 4.7
引用：令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた

学習指導の改善・充実に向けた説明会資料

全国的な傾向として、IRTバンド１・２の生徒では、

類型２（正答）と類型３（誤答）が近い割合で分

布している。松阪市は、IRTバンド３・２の生徒の割

合が多く、類型３の改善を図ることが重要である。

松阪市のIRTバンド分布グラフ
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(1)基本的生活習慣、学習習慣等

：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの 数値：肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
・「質問番号（2)」(以下質問番号のみ記載する）について、小中学校ともに前回調査

結果と比べて改善が見られ、(3)に対して約９割以上の児童生徒が肯定的な回答
をしている。

・(16)(17)(18)について、小学校は全国の割合を下回っているが、前回調査結果と比べ
て改善が見られ、中学校は全国の割合を上回っている。

・(21)について、小中学校ともに全国の割合を下回っている。

(2)挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（5） 自分には、よいところがあると思いますか 83.5 85.1 86.9 87.2 86.8 86.2

（6）
先生は、あなたのよいところを認めてくれていると
思いますか

93.1 92.5 92.2 91.5 92.7 92.2

（7） 将来の夢や目標を持っていますか 82.0 82.4 83.1 68.3 68.8 67.5

（8） 人が困っているときは、進んで助けていますか 94.5 94.0 93.7 92.7 91.1 90.9

（9）
いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
思いますか

97.6 97.6 97.2 97.8 96.4 95.9

(10)
困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人
にいつでも相談できますか

69.1 69.5 70.6 74.9 73.5 73.2

(11) 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.6 96.4 96.4 96.4 96.4 96.6

(12) 学校に行くのは楽しいと思いますか 85.3 85.0 86.5 86.3 87.4 86.1

(13)
自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いま
すか

74.7 77.3 78.1 77.7 80.4 79.2

(14) 友達関係に満足していますか 91.4 92.2 91.7 92.8 91.6 91.4

(15)
普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれ
くらいありますか

91.7 93.1 93.0 91.7 91.9 91.6

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
・取り上げた質問項目のうち９つの質問項目で、小中学校ともに前回調査結果と比べて
改善が見られる。また、小学校では３つ、中学校では８つの質問項目で全国の割
合を上回っている。

・(8)(9)について、小中学校ともに全国の割合を上回り、さらに前回調査結果と比べて
改善が見られる。

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

(2) 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 79.0 80.9 81.9 80.0 82.7 81.0 

(3) 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 90.0 91.0 91.0 93.0 93.4 92.6 

(16)

分からないことやくわしく知りたいことがあったと
きに、自分で学び方を考え、工夫することはできて
いますか

75.8 81.6 81.7 78.4 79.6 77.5 

(17)

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっ
ている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も
含む）※1時間以上

52.9 50.3 54.0 61.6 60.5 61.6 

(18)

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
1日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなど
のICT機器を、勉強のために使っていますか（遊び
などの目的に使う時間は除く）
※1時間以上

18.1 18.8 19.6 17.6 13.8 13.7

(19)

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、1日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強
している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、
インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
※1時間以上

39.1 38.0 47.1 46.5 49.8 57.9 

(21)

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか（電
子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌
は除く）
※10分以上、R5と比較

50.1 50.4 53.2 36.2 36.4 40.4 
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３.児童生徒質問調査結果

：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの 数値：肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合

(4)総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（40）

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報
を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習
活動に取り組んでいますか

70.5 76.2 82.3 73.7 73.3 79.5 

（41）

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために
学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解
決方法を決めていますか

76.5 80.7 83.3 84.0 84.4 84.3 

（42）
学級活動における学級での話合いを生かして、今、
自分が努力すべきことを決めて取り組んでいますか

76.5 80.2 80.8 78.2 78.6 77.3 

（43）

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ
ループで話し合ったりする活動に取り組んでいます
か

85.3 86.7 88.0 92.5 91.4 91.5 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
「総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳」
・(40)について、小学校において全国の平均を下回るが、前回調査結果と比べて改善
している。

・(42)(43)について、中学校において全国の割合を上回っている。

(3)主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

番号 質問事項

小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（31）

これまでに受けた授業で、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

60.7 65.7 68.6 65.5 61.1 63.0 

（32）
これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか

73.2 78.8 80.3 80.3 80.1 77.7 

（33）

これまでに受けた授業では、各教科などで学んだこ
とを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
行っていましたか

69.0 75.5 77.8 71.4 71.2 70.6 

（34）
これまでに受けた授業は、自分にあった教え方、教
材、学習時間などになっていましたか

81.2 83.0 83.4 79.4 80.4 79.3 

（35）

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりするこ
とができていますか

79.7 84.2 84.9 85.4 85.1 84.7 

（36）

学習した内容について、分かった点や、よく分から
なかった点を見直し、次の学習につなげることがで
きていますか

75.7 79.2 79.4 75.7 75.2 73.4 

（37）

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思いま
すか

78.5 81.5 82.5 75.2 76.5 74.8 

（38）

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解し
ていないところについて、分かるまで教えてくれて
いると思いますか

88.5 89.4 87.4 85.0 85.2 83.8 

（39）

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切
にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組
んでいますか

90.9 92.1 91.9 93.0 92.0 91.9 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況」
・中学校において、取り上げた全ての質問項目で、全国を上回っている。
・(38)について、小中学校ともに全国の割合を上回っている。
・(39)について、小学校においては前回調査結果と比べて改善傾向が見られ、中学校に
おいては全国の割合を上回り、さらに前回調査結果と比べて改善している。
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３.児童生徒質問調査結果

(5)学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語、算数・数学、理科）

：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの 数値：肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（44） 国語の勉強は得意ですか（新規） 54.7 57.9 61.4 45.2 50.9 51.4 

（45） 国語の勉強は好きですか 51.0 53.6 58.3 52.3 58.0 57.9 

（46） 国語の授業の内容はよく分かりますか 79.8 83.4 82.8 73.9 80.0 77.0 

（47）
国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たと
きに役に立つと思いますか

89.4 90.5 90.4 85.7 88.3 88.3 

（52） 算数（数学）の勉強は得意ですか（新規） 62.7 62.4 60.3 45.1 49.5 46.0 

（53） 算数（数学)の勉強は好きですか 60.0 58.8 57.9 51.3 55.2 53.8 

（54） 算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか 81.9 81.7 78.3 73.7 75.7 70.3 

（55）
算数（数学）の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思いますか

92.6 92.8 91.6 75.9 77.9 75.2 

（60） 理科の勉強は得意ですか（新規） 69.1 74.3 78.4 48.8 51.2 50.7 

（61） 理科の勉強は好きですか（R6と比較） 72.0 76.3 80.1 61.4 62.6 63.8 

（62） 理科の授業の内容はよく分かりますか（R4と比較） 84.4 87.8 88.9 73.8 75.1 71.4 

（63）
理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たと
きに役に立つと思いますか（R4と比較）

76.8 80.1 79.9 61.8 65.6 63.4 

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
・(52)(53)(54)(55)について、小学校において、全国の割合を上回っている。
・(54)(55)について、中学校において、全国の割合を上回っている。

(6)ICTを活用した学習状況等

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（28）
授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程
度使用しましたか ※週１回以上

93.8 92.2 89.7 97.4 95.7 92.2

（29-1）

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文
章を作成する（文字、コメントを書くなど）こと
ができると思いますか（新規）

74.7 80.8 81.8 86.1 84.9 83.6

(29-2)

あなたは自分がインターネットを使って情報を収
集する（検索する、調べるなど）ことができると
思いますか（新規）

87.8 89.1 89.8 93.3 92.1 91.5

(29-3)

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を
使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考
ツールなどを使ってまとめる）ことができると思
いますか（新規）

62.8 67.9 69.3 72.6 66.4 63.3

(29-4)

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を
使って学校のプレゼンテーション（発表のスライ
ド）を作成することができると思いますか（新
規）

57.1 68.1 76.7 76.0 72.3 76.6

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞ 「地域や社会に関わる活動の状況等」
・(27）について、中学校において全国の割合を上回っている。小学校においても、全国
の割合は下回るが、約８割の児童が肯定的な回答をしている。

(7)地域や社会に関わる活動の状況等

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（26）

地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、
体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでも
らったりすることがありますか（新規）

38.5 40.5 39.4 28.2 30.7 29.5

（27）
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思い
ますか

78.2 82.0 81.3 76.8 77.4 75.3

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞「ICTを活用した学習状況等」
・(28)（29-1)(29-2)(29-3)について、中学校において全国の割合を上回っている。
・(28)について、小中学校ともに全国の割合を上回り、さらに中学校では前回調査結果
から改善している。
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(1)校内体制及び学校間連携等

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（14）

教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、
各教科等の教育目標や内容の相互関連が分かるように
作成していますか

97.3 97.4 96.6 100 96.1 94.4

（15）

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種デー
タなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、評価し
て改善を図る一連のPDCAサイクルを確立していますか

100 95.6 97.1 100 96.7 96.0

（16）

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動
に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を
含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか

97.2 97.3 97.5 90.9 92.7 92.1

（72）

前年度までに、近隣等の小中学校と、教科の教育課程
の接続や、教科に関する共通の目標設定等、教育課程
に関する共通の取組をどの程度行いましたか

80.6 76.1 65.3 91.0 77.5 71.7

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
・(14)(15)について、小中学校ともに全国の割合を上回っている。特に(15)に関しては
100％の割合となっている。

・(72)について、小中学校ともに全国の割合を上回り、さらに前回調査結果と比べて改
善が見られる。

：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの 数値：肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（77）

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組
によって、学校と地域や保護者の相互理解は深まりま
したか

94.4 96.7 93.3 100 92.7 89.0

（80）
前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、家
庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えましたか

100 98.5 96.6 100 95.3 92.8

（81）

前年度までに、家庭学習について、児童生徒が自分で
学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組める
ような活動を行いましたか

94.4 92.9 90.6 90.9 86.1 85.9

（82）

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、学
校では、児童生徒が行った家庭学習の課題について、
その後の教員の指導改善や児童生徒の学習改善に生か
しましたか

97.3 94.4 90.4 81.8 88.1 84.0

(2)家庭や地域との連携等

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
・小学校において、全ての質問項目で全国の割合を上回っている。
・(77)(80)(81)について、中学校において全国の割合を上回り、さらに前回調査結果と
比べて改善が見られる。

・(80)について、小中学校ともに100％の割合となっている。
・(81)について、小中学校ともに全国の割合を上回り、さらに前回調査結果と比べて改
善が見られる。

４.学校質問調査結果 13



松阪市教育委員会の具体的な取組

①「本居宣長さんの教え ５つのチャレンジ」を活用した学校・家庭・地域が一体と

なった教育体制の構築

子どもたちに、自らの可能性を発揮し、他者との絆を大切にしながら、失敗を恐れず

夢と志をもって挑戦し、豊かな未来を切り拓く力を育成するため、「本居宣長さんの教

え ５つのチャレンジ」を制定し、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を認識し、教育

力を高めながら、一体となって子どもたちに「未来を切り拓く力」を育む取組を進める。

５つのチャレンジ
リーフレット

【学んだことを活用する】

５．成果につながったと考えられる松阪市の取組

【生活習慣を確立する】

【 主体的に学ぶ 】

【 説明力を伸ばす】

【 考えを深める 】

文部科学省では、これからの予測困難な社会を生き抜く子どもたちに必要な力として、教室の中だけで学びを完結させるのではなく、自ら課題を見つけ、考え、判断し、行動す

る力、そして仲間とともによりよい社会や人生を切り拓く力の育成を掲げている。松阪市においては、このような力を「未来を切り拓く力」と位置づけ、各学校では、子どもたち

に未来社会を生き抜くための資質・能力を、より確実に育成する取組を進めてきた。教育活動の質を高めるためには、子どもたちの学びの姿や日々の教育活動を振り返り、改善・

充実を図っていくことが重要である。

基本的な考え方

未来を切り拓く力の育成

新たな価値を創造する力
新たな問題を発見し

解決できる力

多様な人々と
協働していくことができる力

主体的に判断できる力

②「主体的・対話的で深い学び」の視点等からの授業改善

「何を学ぶか」だけではなく、「どのように学ぶか」も大切にした授業づくりの推進

〇「未来を切り拓く力」育成に向けた授業改善

〇 教科等の特質に応じた見方・考え方を重視した授業づくり

〇 総合的な学習の時間等における探究的な学習の推進

〇 ICTの利活用による個別最適な学びと協働的な学びの一体的な取組の充実

③カリキュラム・マネジメントの確立

学校の教育活動を常に検証し、見直しを図り、学習の成果を高めるための教育活動の

改善

〇各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫

〇各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながるPDCAサイクルの確立

〇地域等の外部の資源を含めた、効果的な指導計画の作成・活用

〇学校間による取組の共有

④非認知能力（自己肯定感・自己有用感等）の育成に向けた取組の充実

〇学級経営マイスター事業・スリンプルプログラムの推進

〇Q-U（学級満足度調査）の活用

14



６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造

児童生徒質問調査と学校質問調査、教科に関する調査に係る分析を行った。次ページからは、児童生徒質問調査結果と教科に関する調査結果からクロス分析を
加え、学力との相関関係について考察した。児童生徒質問調査に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の平均正答率が高い傾向が見られた質問項目の中か
ら、主な質問項目を抜粋して掲載している。関連する学校質問調査についても考察した。また、学力との相関関係だけでなく、異なる児童生徒質問調査の結果どうしにつ
いてクロス分析を加え、関連する項目についても考察した。

学習に対する興味・関心や授業の理解度等（ア）

質問
番号

＜児童生徒質問調査＞質問事項

(47)
国語の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思いますか

(46) 国語の授業の内容はよく分かりますか

(45) 国語の勉強は好きですか

質問
番号

＜児童生徒質問調査＞質問事項

(63)
理科の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思いますか

(62) 理科の授業の内容はよく分かりますか

(61) 理科の勉強は好きですか

質問
番号

＜児童生徒質問調査＞質問事項

(55)
算数（数学）の授業で学習したことは、将来、社
会に出たときに役に立つと思いますか

(54) 算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか

(53) 算数（数学）の勉強は好きですか

20.9 

32.8 

53.7 

30.1 

47.0 

35.7 

30.3 

14.5 

7.1 

18.7 

5.7 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(45)

(46)

(47)

35.0 

43.0 

67.6 

25.0 

38.9 

25.0 

20.1 

12.0 

5.1 

19.9 

6.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(53)

(54)

(55)

小学校89.4

79.8

51.0

18.7 

27.1 

44.3 

33.6 

46.8 

41.4 

30.1 

20.1 

9.2 

17.5 

5.7 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(45)

(46)

(47)

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞国語や算数・数学においては、教科の有用性や授業内容の理解について肯定的に捉える児童生徒の割合に比べ、教科そのものへの興味・関心は相対的に低
い傾向が見られる。これは継続的に見られる課題であり、児童生徒の学びへの意欲を高めるための工夫が求められる。具体的には、児童生徒の興味・関心を喚起するために、教材の工
夫、発見や気づきにつながる話合いの場の設定、日常生活や社会との関連付けなど、授業の改善が必要である。

26.4 

29.4 

22.4 

35.0 

44.4 

39.4 

21.7 

17.9 

26.0 

16.6 

7.9 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(61)

(62)

(63)

小学校

中学校 中学校 中学校

92.6

81.9

60.0

85.7

73.9

52.3

61.8

73.8

61.4

15

43.0 

45.8 

41.5 

29.0 

38.6 

35.3 

17.2 

11.0 

17.2 

10.8 

4.6 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(61)

(62)

(63)

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

24.7 

31.8 

35.1 

26.6 

41.9 

40.8 

24.0 

17.6 

15.5 

24.6 

8.5 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(53)

(54)

(55)

75.9

73.7

51.3

小学校

72.0

84.4

76.8



主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（３２）
これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組んでいましたか

＜学力とのクロス分析＞

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（３３）
これまでに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分
の考えをまとめる活動を行っていましたか

＜学力とのクロス分析＞

６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

（イ）

71.9 
66.8

61.1

68.7 

62.4

56.2
60.0 

52.9
50.0 

53.7 

45.4
41.6

0.0
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56.9 57.4 

50.5 
45.5 44.9 

35.4 36.5 

22.4 

0.0
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国語 数学

528 
491 

449 

400 

0

100

200

300

400

500
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理科

71.2 
66

60.5

68.7 

61.7
56.1

61.7 
55.9

51.3

58.6 

50.8
45.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

国語 算数 理科

54.9 
51.8 51.5 

48.0 46.2 

38.9 

46.3 

31.7 

0.0

10.0
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50.0

60.0

70.0

80.0

国語 数学

514 499 
462 

426 

0

100

200

300

400

500

600

理科

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（３４）
各教科で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かす
ことができるような機会を設けましたか

８３．３ ７２．７
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

※ は、中学校理科のIRTスコアを表示



主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（３６）
学習した内容について、分かった点や、よくわからなかった点を見直し、次
の学習につなげることができていますか

＜学力とのクロス分析＞

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（３７）
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすること
ができると思いますか

＜学力とのクロス分析＞

６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

（イ）

71.9 
67.0 

59.4 

67.6 

60.6 
55.6 

60.5 

53.3 
50.8 

59.0 
55.4 

47.5 

0.0

10.0
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70.0

80.0

国語 算数 理科

55.7 54.7 
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0.0
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494 
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70.8 
64.3 

58.5 

66.8 
60.9 

55.3 
62.2 

55.3 
51.0 

57.8 
51.4 51.2 

0.0
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80.0

国語 算数 理科

53.3 52.2 50.7 
46.0 

49.9 

42.6 44.4 

31.6 

0.0
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80.0

国語 数学
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0
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200

300

400

500
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理科

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞ 「主体的・対話的で深い学び」の視点に関する質問に対して肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する平均正答率が高い傾向が見られた。今後
も、授業で身に付けたい力を明確にしたうえで、教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせる言語活動や数学的活動、観察・実験等を設定するとともに、児童生徒の学習状況を見取
り、必要に応じて働きかけを行うなど、深い学びの実現に向けた指導が必要である。また、児童生徒質問調査の(37)から、児童生徒の思考力や表現力をより深く育むためには、既習事
項を生かして解決する課題等の設定や学習と実生活を関連付ける工夫を行うなど、児童生徒が「学んだことを使える」と実感できる場面を意図的に設けることも重要である。

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（３３）
習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の
改善及び工夫をする

９１．６ ８１．９
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

※ は、中学校理科のIRTスコアを表示



６.調査結果の分析（１）主体的・対話的で深い学びの創造

総合的な学習の時間における探究の過程

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（４０）
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べた
ことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

＜児童生徒質問調査の経年変化＞

＜学力とのクロス分析＞

小
学
校

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（１６）
指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に
必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を含め
て活用しながら効果的に組み合わせていますか

９７．２ ９０．９

（３４）
各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生
かすことができるような機会を設けましたか

８３．３ ７２．７

（３５）
教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている
問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか

９７．２ ９０．９

（３６）

総合的な学習の時間において、課題の設定からまと
め・表現に至る探究の過程を意識した指導をしていま
すか

８８．８ １００

中
学
校

小
学
校

中
学
校

（ウ）

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
松阪市では、総合的な学習の時間における探究的な学習の充実を推進しており、「総合

的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するな
どの学習活動に取り組んでいる」と実感している児童生徒の割合は、経年的に改善傾向に
ある。また、児童生徒質問調査の(40)に肯定的に回答した児童生徒は、教科に関する調査
において平均正答率が高い傾向が見られる。総合的な学習の時間において、教科での学び
を活用したり、総合的な学習の時間で取り組んでいる内容と関連付けて、教科の学習に取
り組んだりすることで、知識・技能の習得や学習意欲の向上につながると考えられる。総
合的な学習の時間と教科の学習をつなげて、指導計画を作成したり、授業改善を行ったり
することが重要である。
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※ は、中学校理科のIRTスコアを表示



ICTを活用した学習状況

６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造

質問×質問
クロス集計

〔インターネットを使って情報を収集できる〕
×

〔総合的な学習の時間で探究的な学びに取り組んでいた〕

（29-2）
(40)総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べた
ことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか
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（エ）

質問×質問
クロス集計

〔ICT機器を使って情報を整理できる〕
×

〔学んだことを生かしながら考えをまとめていた〕

（29-3）
（33）５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、
自分の考えをまとめる活動を行っていましたか
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ICTを活用した学習状況

６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造

質問×質問
クロス集計

〔ICT機器を使って学校のプレゼンテーションを作成できる〕
×

〔授業で工夫して発表していた〕

（29-4）
(31)授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか
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と
思
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（エ）

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（５９）

児童（生徒）が自分で調べる場面（ウェブブラウ
ザによるインターネット検索等）では、児童（生
徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどの

ICT機器をどの程度使用させていますか
※週３回以上

８０．６ ８１．８

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（６０）

児童（生徒）が自分の考えをまとめ、発表・表現
する場面では、児童（生徒）一人一人に配備され
たPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用
させていますか ※週３回以上

５８．３ ８１．８

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（６６）

児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレッ
トなどの端末を、どの程度家庭で利用できるよう
にしていますか
※毎日持ち帰っている児童（生徒）

１００ １００

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞

ICTを活用した学習状況では、異なる児童生徒質問調査の結果どうしについてクロス分
析を行った。
「インターネットを使って情報を収集できる」と感じている児童生徒は、「総合的な

学習の時間で探究的な学びに取り組んでいた」と肯定的に答える傾向がある。また、
「ICT機器を使って情報を整理できる」と感じている児童生徒ほど、「学んだことを生か
しながら考えをまとめていた」と答える割合が高くなっている。さらに、「ICT機器を
使って学校のプレゼンテーションを作成できる」と感じている児童生徒は、「授業で工
夫して発表していた」と肯定的に答える傾向が見られる。
このことから、ICTの効果的な活用は、子どもたちの学び方を充実させることにつなが

ることがうかがえる。
学校質問調査の関連する質問項目についても、小中学校ともに全国を上回る結果と

なった。今後も、総合的な学習の時間や探究的な学習において、ICTを活用し、子どもた
ちの思考の可視化や協働的な学びを促進するなど、授業の中でのICT活用場面を計画的に
充実させていくことが重要であると考える。
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発表していた どちらかといえば、発表していた
どちらかといえば、発表していなかった 発表していなかった
考えを発表する機会はなかった



教科等横断的な視点

６.調査結果の分析 （２）カリキュラム・マネジメントの確立

（ア）

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（１４）
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）につい
て、各教科等の教育目標や内容の相互関連が分か
るように作成していますか

９７．３ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（１７）
言語活動について、国語科を要としつつ、各教科
等の特質に応じて、学校全体として取り組んでい
ますか

１００ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（３４）

児童（生徒）に対して、前年度までに、各教科等
で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かす
ことができるような機会を設けましたか

８３．３ ７２．７

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（３５）

児童（生徒）に対して、前年度までに、教科等の指
導に当たって、地域や社会で起こっている問題や出
来事を学習の題材として取り扱いましたか

９７．２ ９０．９

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（１５）

児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や
各種データなどに基づき、教育課程を編成し、実
施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを
確立していますか

１００ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（４０）

児童（生徒）に対する指導に関して、前年度までに、
学習評価の方針を児童（生徒）に示した上で、児童
（生徒）の学習評価の結果を、その後の教員の指導
改善や児童（生徒）の学習改善に生かすことを心が
けましたか

８８．９ ８１．８

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（８３）
令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果に
ついて、調査対象学年・教科だけではなく、学校全
体で教育活動を改善するために活用しましたか

１００ １００

PDCAサイクルの確立（イ）

地域との連携（ウ）

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（１６）
指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に
必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を含め
て活用しながら効果的に組み合わせていますか

９７．２ ９０．９

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（７４）
教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図
る取組を行っていますか

９４．５ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（７５）
コミュニティ・スクール等の仕組みを活用して、保護
者や地域住民の意見を学校運営に反映していますか
（新規）

９４．５ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（７６）
地域学校協働活動の仕組みを生かして、保護者や地
域住民との協働による活動を行いましたか（新規）

９７．３ ９０．９

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（７７）
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取
組によって、学校と地域や保護者の相互理解が深ま
りましたか

９４．４ １００

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞

「教科等横断的な視点」
・(14)(17)(35)について全国の割合を上回り、前回調査結果と比べて改善が見られる。
・(34)について、小中学校ともに全国の割合を下回っている。

「PDCAサイクルの確立」
・(15)(83)について、肯定的な回答の割合が100％となっている。

「地域との連携」
・(74)(75)(76)(77)nについて、全国の割合を上回っている。
・(16)について、全国の割合を下回るものの、肯定的な回答の割合は90％以上である。
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家庭との連携

６.調査結果の分析 （２）カリキュラム・マネジメントの確立

（エ）

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（８０）

児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習
の取組として、学校では、児童（生徒）に家庭で
の学習方法等を具体例を挙げながら教えましたか

１００ １００

質問番号 ＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

（８１）

児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習につい
て、児童（生徒）が自分で学ぶ内容や学び方を決めるな
ど、工夫して取り組めるような活動を行いましたか

９４．４ ９０．９

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（２） 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

＜学力とのクロス分析＞

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（１６）
分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考
え、工夫することはできていますか

＜学力とのクロス分析＞
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している どちらかといえば、している どちらかといえば、していない 全くしていない

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない

※ は、中学校理科のIRTスコアを表示



質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（２１）
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
読書をしますか（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

＜学力とのクロス分析＞

質問番号 ＜児童生徒質問調査＞質問事項

（２４） 読書は好きですか

＜学力とのクロス分析＞

６.調査結果の分析 （１）主体的・対話的で深い学びの創造
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＜松阪市全体の特徴的な傾向＞
「毎日、同じ時間に寝る」「分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する」「読書は好き」と回答している児童生徒の方が、教科の平均

正答率が高い傾向が見られることから、児童生徒に対して、学校と家庭が協働し、家庭学習等に関する習慣を身に付けさせることは重要であると考えられる。また、読書への興味・関
心が学力の向上に影響していることがうかがえることから、読書時間の確保だけでなく、児童生徒が読書を楽しむ・興味をもつ環境づくりが重要である。時刻に寝ていますか
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
２時間以上 １時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない

１０分以上、３０分より少ない １０分より少ない 全くしない

※ は、中学校理科のIRTスコアを表示



（１）松阪市教育委員会の施策の充実

〇学力向上推進協議会の設置

・教育ビジョンの実現に係る方策等の立案及び成果等の検証

〇「未来を切り拓く力」育成モデル校区による取組の充実

・中学校区の豊かな自然や歴史・文化、産業等の学びを介し、夢を育み未来を切り

拓く力を、学校・家庭・地域が一体となって育む研究及び研究成果の還流

〇教育イノベーションプロジェクトの推進

・現代的諸課題に対応して求められる資質・能力や学習の基盤となる資質・能力

（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等）の育成に向けた実践・研究

・ICTの利活用による個別最適な学びと協働的な学びの一体的な取組の充実

〇松阪市標準学力調査の活用

・児童生徒の課題を早期に把握し、一人ひとりの子どもに応じたきめ細やかな指導

を進めるための支援及び授業改善

〇教務担当者会議、教科担当者会議、研修担当者会議等の充実

・指導と評価の一体化の推進

・総合的な学習の時間等における探究的な学習の推進

〇非認知能力（自己肯定感・自己有用感等）の育成に向けた取組の充実

・学校経営マイスター事業・スリンプルプログラムの推進

・Q-U（学級満足度調査）の活用

〇コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組の推進

・子どもも大人も学び合い、育ち合う教育体制の構築

（２）学校の実践の焦点化

①「『主体的・対話的で深い学び』の視点等からの授業改善」に関して

〇「未来を切り拓く力の育成」の実現に向けた授業改善

・子どもたちが主体的に考え、伝え合い、広げ深めることができる学習展開の工夫

・教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせることができる学習活動の設定

〇総合的な学習の時間等における探究的な学習、教科等横断的な学習の充実

〇授業・家庭学習におけるICTの効果的な活用の研究、推進

②「カリキュラム・マネジメントの確立」に関して

〇学校の教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で各教科等の学習内容を配列

・学校全体における言語活動を意識した教育課程の工夫

〇学校教育の効果の検証と改善

・各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながるPDCAサイクルの確立

〇地域と連携した教育の推進

・教育課程の趣旨について家庭・地域と共有

・教育内容や教育活動に必要な人的・物的な資源の活用

７.全国学力・学習状況調査結果を踏まえた今後の主な取組 24



令和７年１０月
松阪市教育委員会


